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  次に 2 つ目の「正名は原住民族を分裂させるものなのか」という問いについ

て。確かに原住民族の正名は原住民族を分裂させ細分化させる方向に進んでい

るように見える。これは沼崎のいう「多元化」としても理解できるだろう。し

かし、原住民族はただ分裂や細分化の一途をたどるばかりではなく、台湾漢人

社会（主流社会）に対峙するときには「汎原住民意識」が覚醒されるし、より

下位の地域レベルでもいくつかの民族が協同・連合するという統合の方向性を

たどる可能性もあるだろうと考える。この点から、原住民族のエスニシティは

現代台湾社会において、分裂と統合という 2 つの力学のなかにあり、多元性・

多層性をもつものとして理解できるだろう1。 

  そして付言すれば、沼崎や若林が指摘したような台湾社会の「二元・二層構

造」の溶解、重層的脱植民地化について原住民族についていえば、他の族群に

比していまだ進まぬ部分は大きいと思われる。それゆえ、原住民族のエスニシ

ティは今後もさまざまな次元で覚醒され、重要性をもつだろうとわたし自身は

考えている。原住民族の正名、とりわけ平埔族の動向について、今後も注視を

し、考察を続けていきたい。 

  本小文のとりわけ後半部分は、漠然とした問題意識に基づく粗い考察に過ぎ

ない。皆様のご忌憚なきご意見を賜ることができれば幸甚である。 
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1 ただし、ここでいう多元性・多層性とは原住民族内部におけるそれを指しており、沼崎の論

じたような台湾社会の「二元・二層構造」の変容・溶解にともなって生じた社会全体の多元

性・多層性とは多少なりとも異なる次元のものとして考えている。 
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